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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、1950 年代後半から 1960 年代にかけて、中国に（再）移民した後に文化大革命を

経て香港に移動したバンカ・ビリトゥン州出身のインドネシア華人に焦点をあて、インドネシ

アと香港の双方で調査を行った。その結果、移動の主要な理由や、移動した当時の状況など移

動に関する背景と事実や、現在のインドネシアとの関係、言語能力など様々なファクターが明

らかになった。本研究を基盤として、今後は中国や台湾および東南アジアの他国をフィールド

とする研究者を交え、共同研究としてより複合的かつ多層的に検討していきたい。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research project mainly focused on the Chinese Indonesians from Bangka Belitung 
province who migrated first to China from late 1950s to 1960s then to Hong Kong. By 
conducting the fieldworks in both Indonesia and Hong Kong in 1970s, various facts relating 
to the re-migration such as main cause of re-migration and condition of the migration were 
confirmed. In addition, their relationship with contemporary Indonesia, their ability of 
languages became clear. As a future research proposal, it is necessary to conduct 
co-research project with the specialists on mainland China, Taiwan, as well as other 
Southeast Asian countries, in order to obtain more holistic view on the re-migration of 
Chinese Indonesians. 
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１． 研究開始当初の背景 

 
 第二次世界大戦後、すでに数世代以上に亘

って定住していた東南アジアを離れた華人

は少なくない。インドネシア華人の場合は、

旧宗主国であるオランダや中国や台湾が主

な目的地となった。華人の国際移動の要因は、

国によって多少の差があるが、戦後の 80 年

代までの東南アジアにおいては、①植民地時

代から国民国家に移行する際の対華人政策

の変更、②中華人民共和国の成立、そして③

冷戦下における東南アジア各国の同化政策

の強化の 3 点があげられる。中でもインドネ

シアからに移動した華人の人数は多い。1950
から 1965 年までの期間にインドネシアを離

れた華人は 13 万人とされ、うち約 9.6 万人

が中国へ、約 2000 人が台湾に移動したとさ

れる。このような華人の（再）移民に関して

は、中国に「帰国」後、文化大革命を経て香

港に定住したパレンバン華人を対象とした

Wang（2003）の研究や、広東省における「帰

国華僑」向け華僑農場を調査した奈倉（2007）
などが挙げられる。これらの研究はインドネ

シア華人の移動の実態を、移動先において描

き出すことに成功しているが、移動にいたる

までのインドネシアにおける状況の記述が

薄く、また移動の動機も中国への親近感とい

う心情面が強調される傾向が強い。インドネ

シア華人の再移動に関して、インドネシアと

移動先双方における事実を包括的な研究は

なされていない。 
 
 
２． 研究の目的 

 
本研究は、1950 年代以降におけるインド

ネシア華人の再移民の実態を捉えることを

目的としている。グローバル化が進み中国の

プレゼンスが増す現代社会において、世界最

多の華人人口を抱える東南アジアから中国

への（再）移民は、中国から東南アジアへの

新移民同様、中国と同地域の関係性を理解す

る上で重要なファクターである。本研究は、

バンカ島を中心とするバンカ・ブリトゥン州

出身者をはじめとするインドネシア華人が

中国・香港・台湾へ（再）移民し、生活し、

新たなネットワークを形成する過程の中を

実証的に検証することで、インドネシアをは

じめとする東南アジアにおける国家・制度・

人の複雑な結びつきと中国の影響を歴史的

に解明することを目的としている。 
 

 
３． 研究の方法 

 
 本研究期間中は、主にインドネシアと香港

における文献調査と聞取り調査を行った。文

献調査としては、インドネシアにおいては、

華人系新聞 Sin Po（新報）など、当時の新聞

を閲覧し、事実関係の確認を中心に行った。

一方、香港では、バンカ・ビリトゥン州出身

の華人らの団体による出版物の収集を行っ

た。聞取り調査としては、双方における関係

者の当時の状況と現在の交流状況を中心に

情報収集を行った。 

 
 
４． 研究成果 

 

① 移動のための主要な要因 

家族で移動した場合の主要な要因として

は、スハルト政権成立以前の大統領令

1959 年第 10 号による都市部における商

業への制限を挙げるインフォーマントが

最も多かった。移動の手段としては、中

国から 1959 年と 1960 年に派遣されたこ

れらの「帰国」希望者を迎えるための船

に乗った人が多く、現地の中華総会や華

文学校経由で情報が広まった。一方個人

の場合は、進学が理由となっている場合

が多かった。 

 

② アイデンティティの問題と移動先 

本研究では、帰属意識や教育背景が移動

先の選択にいかに影響をおよぼしたかに

注目した。その結果、アイデンティティ

と結びつけて語られる教育や中国との関

係性よりも、各家庭の経済状況とタイミ



ングが重要であることが分かった。それ

に関しては、オランダへの移動を選んだ

華人と平行して検討することでより明確

になった。学校教育との関係性を例にあ

げると、必ずしも華文学校の卒業生やそ

の家族など心情的により中国や台湾に近

いとされる人々がそれらの国々を、なん

らかの形でオランダ語教育を受けた人が

オランダを移動先として選択した訳では

なかった。また、同一家族の中でも経済

状況とタイミングによって移動先が同一

でないことが多かった。 

 

③ 現在のインドネシアとの繋がり 

1998年にインドネシアでスハルト政権が

崩壊し、インドネシアとの行き来がより

自由になったことや現役を引退する年齢

にさしかかったこともあり、インドネシ

ア在住の旧知の知人を経由してビジネス

を行う機会や、相互に往来する機会が増

加している。その 1 つの窓口が、インド

ネシアにおける華文学校の校友会で、バ

ンカ出身者の場合 2006 年に結成された

邦加華文学校校友会がある。この校友会

は、香港在住のメンバーが中心だが、中

国やマレーシア在住のメンバーも参加し

ている。また、同校友会メンバーの多く

は、香港廣西印尼帰国華僑連誼総会にも

所属している。 

 

④ 言語の問題 

現在香港に居住するバンカ出身の華人の

場合、幼少期に話していた客家語、イン

ドネシア語と華文学校および中国本土で

学習した北京語と、香港に移動してから

の生活において習得した広東語が入り交

じって使用されていた。それぞれの言語

のレベルは、個々人の経歴や配偶者の出

身地にもよるが、同じバンカ出身の華人

同士の会話においては、それらすべての

言語が使用されていた。 
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